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２．石原和子、鷹居樹八子、半澤節子、永田耕司、黒岩かおる：模擬患者（SP ）を導入したロールプレイ演習に対する

看護学生の評価．長崎大学医学部保健学科紀要、14(2）：85-92、2001．

３．石原和子、志水友加、岡田純也、中尾理恵子：看護学生のインフォームド・コンセントの認識と看護者の役割に関

する研究．長崎大学医学部保健学科紀要、14(2）：93-99、2001．
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識に関する研究．長崎大学医学部保健学科紀要、14(1）：23-29、2001．

16．浦田秀子、西山久美子、勝野久美子、福山由美子、田代隆良、田川 泰、田原靖昭：女子学生の体型と体型認識に

関する研究．長崎大学医学部保健学科紀要、14(2）：43-48、2001．

17．鷹居樹八子、中尾理恵子、門司和彦、石原和子：在宅看護実習のロールプレイにおける看護内容評価と教育的効果．

長崎大学医学部保健学科紀要、14(1）：111－116、2001．

18．鷹居樹八子・辻 慶子・岩永喜久子：臨地実習中における看護学生の“ヒヤリハット”体験．長崎大学医学部保健

学科紀要、14(2）：101-106、2001．

19．辻 慶子、鷹居樹八子、中尾優子、岩永喜久子、田代隆良：看護学科・理学療法科・作業療法科学生の医療専門職

に対するイメージの変化 卒業生の講話とグループワークを通して ．長崎大学医学部保健学科紀要、14(2）：

115-123、2001．

20．辻 慶子、寺田敦子、池田行伸：幼児の記憶の発達．佐賀大学文化教育学部研究論文集、6(1）：19-29、2001．

21．寺田敦子、辻 慶子、池田行伸：子どもの空間認知能力と行為の発達．佐賀大学文化教育学部研究論文集、6(1）：

31-42、2001．

22．半澤節子：バンクーバーにおける精神障害者の地域生活支援システムの実際．長崎大学医学部保健学科紀要、

14（2）：49-56、2001．

23．山崎鯉子、前田規子、田中秀子、鐘ヶ江朋子、大森清子、宮原春美：入院患者の手洗い方法の細菌学的検討（短

報）．長崎大学医学部保健学科紀要、14(1）：57-60、2001．

24．岡田純也、浦田秀子：長崎県における看護士の現況．長崎大学医学部保健学科紀要、14(2）：57-63、2001．

25．荒木美幸、大石和代、岩木宏子、渡辺鈴子、池田早苗、達田志津子、小川由美子：育児期にある母親に対するソー

シャルサポートと育児ストレスとの関連性．長崎大学医学部保健学科紀要、14(1）：89-95、2001．

26．中尾優子、宮原春美：離乳（卒乳・断乳）時期の育児不安状況．長崎大学医学部保健学科紀要、14(1）：65-68、2001

27．中尾優子、前田規子、宮原春美： 卒乳 …乳離れ・離乳・断乳との概念関係に関する一 察．長崎大学医学部保健

学科紀要、14(2）：65-68、2001

原著論文数一覧

Ａ-ａ Ａ-ｂ Ａ-ｃ Ａ-ｄ 合計 B -ａ B -ｂ B -ｃ B -ｄ 合計 総 計

2001 11 1 4 19 20 10 23 27 70 89

学会発表数一覧

Ａ-ａ
Ａ-ｂ

シンポジウム 学会
合 計 Ｂ-ａ

B -ｂ

シンポジウム 学会
合 計 総 計

2001 0 0 2 2 1 4 42 47 49

原著論文数に係る教官生産係数一覧

欧文論文総数

(論文総数)

教官生産係数

（欧文論文)

ＳＣＩ掲載論文

欧文論文総数

教官生産係数

（ＳＣＩ掲載論文)

2001 0.213 0.950
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理学療法学専攻
Department  of  Physical  Therapy

Ａ 欧 文

Ａ-ａ

１．Ishikawa  H , Oishi  K , Senju  H , Yamamoto  M : Effect  of  pulmonary  rehabilitation  for  patients  with  chronic
 

pulmonary  diseases  with  different  type  for  ventilation  defect : relationships  between  pulmonary  function
 

parameters , torelance . Acta  Med  Nagasaki  46: 49-53, 2001

２．Matsusaka  N , Yokoyama  T , Tsurusaki  T , Inokuchi  S , Okita  M : Effect  of  ankle  disk  training  combined  with
 

tactile  stimulation  to leg  and  foot  on functional  instability  of  the  ankle . Am J  Sprt  Med  29: 25-30, 2001

３．Okita  M , Yoshimura  T , Nakano  J , Saeki  A , Uehara  A , Mineshita  A , Eguchi  K : Effects  of  short  duration
 

stretching  on disuse  muscle  atrophy  in immobilized  rat  soleus  muscles . J  Jpn  Phys  Ther  Assoc  4: 1-5, 2001

４．Okita  M , Yoshimura  T , Nakano  J , Watabe  M , Nagai  T , Kato  K , Eguchi  K : Effects  of  treadmill  exercise  on
 

muscle  fibers  in mice  with  steroid  myopathy . J  Jpn  Phys  Ther  Assoc  4: 25-27, 2001

Ａ-ｄ

１．Kato  K , Okita  M , Tahara  H , Manabe  Y , Kitagawa  Y , Oyamada  J , Rokutanda  A : An  anatomical  case  report
 

of  the  discoid  lateral  meniscus  of  the  knee  joint . Bull  Sch  Allied  Med  Sci  Nagasaki  Univ  14: 1-5, 2001

Ｂ 邦 文

Ｂ-ａ

１．鋤崎利貴、横山茂樹、大城昌平、千住秀明：胸郭の柔軟性が呼吸介助手技時の一回換気量に及ぼす影響について．

長崎理学療法 1：13-16、2001

２．川俣幹雄、田平一行、奥道恒夫、倉岡俊彦、千住秀明：肺切除術における術後合併症と予防的呼吸理学療法の効果．

呼吸管理学会誌 11：249-254、2001

３．中ノ瀬八重、北川知佳、田中貴子、與座嘉康、有園信一、田所杏平、千住秀明：当院における呼吸理学療法の継続

状況について．長崎理学療法 1：2-6、2001

４．濱崎広子、大池貴行、栗田健介、勝野久美子、力富直人、千住秀明、川俣幹雄：慢性呼吸器疾患患者における下肢

筋力トレーニングが最大筋力や６分間歩行、ADL におよぼす影響．長崎理学療法 1：18-22、2001

５．栗田健介、大池貴行、千住泰代、勝野久美子、力富直人、千住秀明：慢性閉塞性肺疾患患者における握力と上肢

ADL 、肺機能の関係．長崎理学療法 1：23-25、2001

６．中野治郎、山田崇史、永野克人、堤恵理子、高木昭輝、梶原博毅、沖田実：脊髄半切ラットにおける半切側下肢の

過用が脊髄交叉性セロトニン線維の増加におよぼす影響．理学療法学 28：1-8、2001

７．深堀栄一、中村仁哉、沖田実、吉村俊朗、加藤克知、中野治郎：ラットの脱神経筋萎縮に対する持続的筋伸張運動

の影響．理学療法学 28：25-27、2001

８．吉村俊朗、沖田実、福田卓、藤本武士、中尾洋子：カネミ油症検診者における血清 CK 上昇の意義―ラット筋細胞

膜の freeze  fracture 法による変化―．福岡医学雑誌 92：80-85、2001

９．川副巧成、沖田実、池田定倫、真崎美都子：介護サービスと機能レベルとの関連―ケアプラン作成の基礎資料とし

て―．理学療法探求 4：8-12、2001

10．原田直樹、真島京子、津本真美、中野治郎、中居和代、本多歩美、大木田治夫、辻畑光宏、沖田実：骨盤の前傾、

後傾の動きに関する検討―片麻痺患者と健常若年者、健常高齢者との比較―．理学療法探求 4：13-17、2001

11．草野加奈、平岩幸代、早田康一、武藤晶子、増山美有紀、大木田治夫、沖田実：脳血管障害患者のステップ肢位に

おける前後方向への重心移動能力について．長崎理学療法 2：15-19、2001

12．真島京子、原田直樹、津本真美、中居和代、本多歩美、大木田治夫、沖田実：骨盤前後傾の動きの評価に関する基

礎的検討．長崎理学療法 2：20-22、2001

Ｂ-ｂ

１．山野上志織、津田徹、時松初美、中山初美、加賀美由旗、川俣幹雄、千住秀明、津田 稔：デイケアでの呼吸リハ

ビリテーション―導入前後での入院回数・日数の比較―．日本呼吸管理学会会誌 11：204、2001

長崎大学医学部業績集 １．研究業績
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２．千住秀明、相賀美穂、大池貴行、濱崎広子、栗田健介、本田純久：SWT の再現性．日本呼吸管理学会会誌 11：

137、2001

３．大池貴行、濱崎広子、栗田健介、勝野久美子、力富直人、千住秀明、門司和彦：慢性閉塞性肺疾患患者の下肢筋力

と運動耐用能―ADL との関係．理学療法学 28：37、2001

４．田所杏平、北川知佳、田中貴子、中ノ瀬八重、興座嘉康、石野友子、千住秀明：呼吸リハビリテーションを継続し

ている呼吸器疾患患者の知識と行動．日本呼吸管理学会会誌 11：133、2001

５．與座嘉康、北川知佳、田中貴子、中ノ瀬八重、田所杏平、石野友子、門司和彦、千住秀明：慢性呼吸不全患者にお

ける上肢動作時の息切れ・疲労感について（アンケート方式）．九州理学療法士・作業療法士合同学会誌 65、2001

６．有園信一、北川知佳、田中貴子、中ノ瀬八重、與座嘉康、田所杏平、俵祐一、大池貴行、門司和彦、千住秀明：Shuttle
 

Walking  Test の慢性呼吸器疾患患者における運動耐用能評価としての有用性．理学療法 28：114、2001

Ｂ-ｃ

１．千住秀明、横山茂樹：呼吸器疾患の運動療法．標準理学療法学 運動療法学各論、医学書院 東京 2001、pp 302-315

原著論文数一覧

Ａ-ａ Ａ-ｂ Ａ-ｃ Ａ-ｄ 合計 SCI  B -ａ B -ｂ B -ｃ B -ｄ 合計 総 計

2001 4 1 5 12 6 1 19 24

学会発表数一覧

Ａ-ａ
Ａ-ｂ

シンポジウム 学会
合 計 Ｂ-ａ

B -ｂ

シンポジウム 学会
合 計 総 計

2001 0 0 2 2 1 0 12 13 15

原著論文総数に係る教官生産係数一覧

欧文論文総数

(論文総数)

教官生産係数

（欧文論文)

ＳＣＩ掲載論文

欧文論文総数

教官生産係数

（ＳＣＩ掲載論文)

2001 0.208 0.455
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作業療法学専攻
Department  of  Occupational  Therapy

Ａ 欧 文

Ａ-ａ

１．Yanagawa  T , Kikuchi  Y : Statistical  issues  on the  determination  of  the  no -observed -adverse -effect  levels  in
 

toxicology . Environmetrics  12: 319-325, 2001

２．Tsujihata  M , Ito  H , Satoh  A , Yoshimura  T , Motomura  M , Nakamura  T : Semiquantitative  measurement  of
 

acetylcholine  receptor  at  the  motor  and -plate  in myasthenia  gravis . Intern  Med  40: 376-381, 2001

３．Funase  K , Higashi  T , Sakakibara  A , Imanaka  K , Nishihira  Y , Miles  TS : Patterns  of  muscle  activation  in
 

human  hopping . Eur  J  Appl  Physiol  84: 503-509, 2001

４．Higashi  T , Funase  K , Kusano  K , Tabira  T , Harada  N , Sakakibara  A , Yoshimura  T : Motoneuron  exitability
 

of  hemiplegic  patients  and  their  stage  of  recovery  assessed  by the Hslp /Mslp . Arch  Phys  Med  Rehabil  82:1604-

1611 , 2001

Ａ-ｄ

１．Miyahara  H , Miyashita  H , Ohta  Y : An analysis  of  communication  between  patient  children  and  their  mothers .

Bull  Nagasaki  Univ  Sch  Health  Sci  14(2): 1-8, 2001

Ｂ 邦 文

Ｂ-ａ

１．大石英梨子、佐々木麻衣、三國千佳、稲富宏之、田中悟郎、太田保之：作業療法士のメンタルヘルス―燃えつき現

象の実態とその心理社会的背景について―．作業療法ジャーナル 35(4)：359-366、2001

２．榊原 淳、東登志夫、船瀬広三、田平隆行、坂井憲太郎：遠隔筋収縮による運動細胞興奮性の促通効果―収縮強度

および収縮側による違い―．作業療法 20(1)：45-53、2001

３．田平隆行、草野加奈、東登志夫、榊原 淳、船瀬広三：遠隔筋収縮が運動野錐体路ニューロン興奮性に及ぼす影響

―促通手技の理論的根拠に関する基礎的研究―．作業療法 20(5)：465-471、2001

４．太田篤志、土田玲子：体性感覚に関連する発達障害児の行動特徴―感覚発達チェックリストを用いた検討．小児の

精神と神経 41(2)：149-155、2001

５．伊藤斉子、川崎千里、土田玲子、円城寺しづか、草野美根子：教師からみた児童の教育指導困難性と神経学的・神

経心理学的背景に関する研究．小児の精神と神経 41(2)：157-168、2001

６．土田玲子：出来ることから手探りで―長崎での取り組み．LD （学習障害）―研究と実践― 9(2)：28-35、2001

７．土田玲子：学習障害児に対する感覚統合的治療介入の適応と効果に関する 察―事例の経過を通して．作業療法

ジャーナル 35(7)：713-720、2001

８．深堀栄一、中村仁哉、沖田 実、吉村俊朗、加藤克知、中野治郎：ラットの脱神経筋萎縮に対する持続的筋伸張運

動の影響．理学療法学 28：25-27、2001

９．本村政勝、中尾洋子、福田 卓、辻野 彰、中村龍文、江口勝美、吉村俊朗、辻畑光宏：放射性免疫測定法による

血清 P /Q 型電位依存性カルシウムチャンネル抗体測定―LEMS キットの基礎的及び臨床的検討―．神経免疫学

9：233-238、2001

Ｂ-ｂ

１．太田保之：長期避難生活と地域精神保健対策．自然災害科学 20(1)：18-20、2001

２．太田保之：災害と社会精神医学．最新精神医学 6(4)：383-388、2001

３．長尾哲男、田平隆行、東登志夫：作業療法における体幹・下肢機能の理解．作業療法ジャーナル 35(1)：8-12、2001

４．長尾哲男：所属組織の一員としてのチームワーク．作業療法ジャーナル 35：768-771、2001

５．東登志夫、船瀬広三：痙縮の病態生理学的メカニズムとその客観的評価．理学療法探求 4：1-7、2001

６．土田玲子：最近の軽度発達障害の動向とその支援について―注意欠陥多動障害、及びアスペルガ―と呼ばれる子を

中心に―．療育の窓 116：12-16、2001

長崎大学医学部業績集 １．研究業績
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Ｂ-ｃ

１．太田保之：災害被災住民における心的外傷ストレス関連障害―雲仙・噴火災害の場合―．人は傷つくとどうなるの

か（加藤進昌、樋口輝彦編集) 日本評論社 東京 2001、pp 209-214

２．太田保之：精神看護学／精神保健（太田保之編著) 第２版 医歯薬出版 東京 2001

Ｂ-ｄ

１．福田健一郎、稲富宏之、田中悟郎、太田保之：入院精神分裂病患者の生活満足度―作業療法的視点からの 察―．

長崎大学医療短大紀要 14(1)：77-82、2001

２．石田彩子、伊達真理子、渡邊陽子、吾妻ゆみ、稲富宏之、田中悟郎、太田保之：女子短大生の食行動と社会・心理

的要因．長崎大学医学部保健学科紀要 14(2)：35-41、2001

３．小田 孝、石井忠八、田中悟郎：精神障害者に対する下五島地域の住民の意識―五島保健所地域精神保健医療福祉

協議会専門委員会活動報告―．五島中央紀要 3：21-30、2001

４．佐々木久仁子、東登志夫、井口馨子、吉村俊朗、長尾哲男、古荘広樹、吉田悦子、石田一美、横尾佳奈子、宮尾潤

二、奈良崎美子：パーキンソン病患者に対するリハビリテーションの現状調査．長崎大学医療短大紀要 14(1)：

45-50、2001

５．平 貴天、東登志夫、長尾哲男、榊原 淳、岡本康宏、秋山寛治：介護保険下における住宅改修・福祉用具の供給

―介護支援専門員に対するアンケート調査を通して―．長崎大学医学部保健学科紀要 14(2)：75-78、2001

６．長尾哲男、東登志夫：高齢聴覚障害者の疑似体験による学生の対応方法の変化．長崎大学医学部保健学科紀要

14(2)：135-137、2001

７．吉村俊朗、沖田 実、福田 卓、藤本武士、中尾洋子：カネミ油症検診者における血清 CK 上昇の意義―ラット筋

細胞膜の freeze  fracture 法による変化―．福岡医学雑誌 92：80-85、2001

原著論文数一覧

Ａ-ａ Ａ-ｂ Ａ-ｃ Ａ-ｄ 合計 SCI  B -ａ B -ｂ B -ｃ B -ｄ 合計 総 計

2001 4 1 5 16 2 6 24 29

学会発表数一覧

Ａ-ａ
Ａ-ｂ

シンポジウム 学会
合 計 Ｂ-ａ

B -ｂ

シンポジウム 学会
合 計 総 計

2001 1 0 13 14 5 1 26 32 46

原著論文総数に係る教官生産係数一覧

欧文論文総数

(論文総数)

教官生産係数

（欧文論文)

ＳＣＩ掲載論文

欧文論文総数

教官生産係数

（ＳＣＩ掲載論文)

2001 0.172 0.500
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